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研究報告書 

p53変異難治性AMLを含め、AMLがRUNXファミリー高発現カテゴリーであることを解明した。RUNX

ファミリーを包括的に抑制することで、AML全般が抑制されることを証明した。

GVHDをRUNXを包括的に抑制することで、制御することが可能であることを解明した。

PhALL（TKI耐性）はRUNXファミリーを包括的に抑制することで、BCR-ABL蛋白を消失し、抑制

できることを証明した。 


